
【実務】  

出題の範囲（薬学教育モデル・コアカリキュラム、実務実習モデル・コアカリキュラムに沿って整理したもの）   

大項目  中項目  小項目  小項目の例示  

実務実習琴簡単習   事前学督を始めるにあたって   薬剤師業務   医療における薬剤師の使命や倫理などについて概説できる  

医療の現状をふまえて．薬剤師の位置づけと役割につい士概説できる  

薬剤師が行う義輝が点者本位のファーマシューテイカルケアの概念にモったものであることについて肘蝕する  

チーム医療   医療チームの雄成や各構成見の役割、迎挑と責任体制を説明できる  

チーム医療における薬剤師の役割を説明できる  

自分の能力や責任範囲の限界と他の医療従事者との遵附こついて肘旛する  

医薬分業   医薬分業の仕組みと意薮を概説できる  

処方せんと調剤   処方せんの基礎 処方せんの法的位置づけと機能について説明できる  

処方オーダリングシステムを概説できる  

処方せんの唖類、特徴、必要記載事項について説明できる  

調剤を法的根拠に基づいて説明できる  

代褒的な処方せん例の＃董における注書点を説明できる  

不適切な処方せんの処置について説明できる  

医薬品の用法・用誌   代表的な医薬品の用法t用患および投与計画についてま免明できる  

患者に適した刑形を遷択できる 

患者の特性（新生児、小児、高齢者、妊婦など）に適した用法・用出について説明できる  

患者の特憎に遇した用土を叶貫できる  

病態（腎、肝疾患など）に適した用達給真について説明できる  

服薬指導の基礎   服薬指場の意舞を法的、倫理的、科学的根拠に基づいて説明できる  

調剤重美邦人門   代表的な処方せん例の▲董塵シミュレートできる∵十  
処方せん例に従らlてこ．計数叫刺をシミュレ丁トできる 

’ 
処■方せん例に牲づて上紙1叫刑をシミュレ丁トできる：’  

別利きれた医薬品の七査をシ主iじ芋トできる「－ナごミ‘．「； 
‾ィ′i■一  

処方せんの■壬のt■とその必賽性について肘川する：t 

疑叛照会   疑熟照会の意軽と根拠   疑麹照会の意鞋lこついて、法的根拠を含めて説明できる  

代表的な配合変化の組合せとその理由を説明できる  

特定の配酎こよらて生じる医薬品の性状さ外観の変化を観察する  

不適切な処方せん例について、その理由を説明できる  

疑教蛸会入門   処方せんの間ヰ点を解決するための薬剤師と医肺の連携の1璽性を肘隕する  

代表的な医薬品について効能・効采、用法・用法を列挙できる  

代表的な医薬品について贅告、好悪、副作用を列挙できる  

代表的な医薬品について相互作用を列挙できる  

疑燕照会の流れを説明できる  

疑■照会套ジミ⊥レ＋卜する 

医薬品の管理と供給   医薬品の安定性   医薬品管理の意義と必要性について説明できる  

代表的な削形の安定性、保存性について説明できる  

特別な配慮を要する医薬品   遊楽・劇薬の管理および取扱いについて説明できる  

麻薬、向精神薬などの管理と取扱い（投薬、廃棄など）について説明できる  

血腫分画製剤の管理および取扱いについて説明できる  

輸血用血液製剤の管理および取扱いについて説明できる  

代表的な生物製剤の種貯と適応と説明できる  

生物製剤の管理と取扱い（投薬、廃棄など）について説明できる  

麻薬の取扱いをシミュレートできる 

代表的な放射性医薬品の鳩類と用途を説明できる  

放射性医薬品の管理と取扱い（投薬、廃棄など）について説明できる  

製剤化の基礎   院内製剤の意畿、鯛盤上の手続き、品質管理などについて説明できる  

薬局製剤の意線、調製上の手続き、品質管理などについて説明できる  

代濃的な院内製剤を研創できる二こ、云′三～⊥エ・ごノふ．・，  

れ薗嬢作の原理を脱明し 
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抗悪性皿■剰などの取扱いにおけるケミカルハザード回避の基本的手技を実施できる  

注射剤と輔液   注射剤の代表的な配合変化を列挙し、その原因を説明できる  

代表的庖履合た化を捜出できる  

代表的な輸液と経菅栄養刺の種類と適応を説明できる  

体内t解質の過不足を判断して楠正できる  

＝±‡・   代表的な消毒薬の用途、使用濃度を説明できる  

消幸薬調製時の注意点を説明できる  

リスクマネージメント   安全管理   薬剤師業務の中で起こりやすい事故事例を列挙し、その原囲を説明できる  

誤りを生じやすい投薬例を列挙できる  

院内感染の回避方法について説明できる  

副作用   代表的な医薬品の副作用の初期癌状と検査所見を具体的に説明できる  

リスクマネージメント   誤りを生じやすい調剤例を列挙できる  

リスクを固並するための九体策を縫左する  

事故が竃こった場合の対処方優について擾稟ナる 

服薬指導と患者情報   服薬指導に必要な技能と脹度   患者の基本的権利、自己決定権、インフォームドコンセント、守秘教務などについて具体的に説明できる  

代表的な医薬品の服薬指導上の注意点を列挙できる  

代表的な疾庇において注意すべき生活指導項目を列挙できる  

インフォームド；コシセシトこ′守秘暮様などにた慮する  

適切な言葉を選びご適切な手職を絶て服薬指導する  

医薬品に不安こ・姥杭感を持つ理由を理解し、それを除く努力をする  

患者姥過に降し、配血しなければならない注意点を列挙できる  

患者情朝の重要性   服薬指主引こ必要な患者情報を列挙できる  

点者岬景、情報ロンプライアシスご綴乱診療凱薬歴など）を把壇できる  

医師、看旺師などとの情報の共有化の重要性を説明できる  

愚者接遇に際し、配慮しなければならない注意点を列挙できる  

服薬指亜入門   代褒的な磨薬品についてこ． 

共感的態度で患者イシタビ三≒を行う∴十：‡∴  

息讐¶tにた虚じた服薬指導ができるミ！fF∴∴√三 

代表的な症例についての膿藁欄導の内富を適切ヒ記録できる 

事前学習のまとめ   総合葵習   代表的な処方せん例の生董を行うことができる 

疑義照会をシミゝレ」卜す古7，て毒草－∴∴ 

処方せん側に従って＼軒数騨刑をジミiレ÷トできる 

処方せん例に従って、什t鵬刑をシミュレートできる  

研削された医薬品のt董をシミ云レ÷トできる 

患者欄景にE虚した服薬指導ができる－∴   

病院実習   病院調剤を実践する   病院調剤集棟の全体の流れ   患者の診療過程に同行し、その体験を過して診療システムを概説できる  

病院内での患者情報の流れを図式化できる 

病院に所属する医療スタソフの推椎名を列挙し、その業務内容を相互に関迎づけて説明できる  

生命に閑わる職場であることを白光し、ふさわしい態度で行動する  

医療の担い手が守るべき倫理規範を説明できる  

恥捕上知り得た情報について守秘線積を守る  

薬剤部門を捕成する各セクションの業精を体験し、その内容を相互に㈲迎づけて説明できる  

処方せん（外来、入院患者を含む）の受付から患者への医薬品交付、服薬指叫に至るまでの流れを聴視できる  

病院薬剤師と薬局薬剤師の連携の重要性を説明できる  

計数こ計丘調剤   処方せん（麻薬、注射剤を含む）の形式、碩叛および記脱事項について説明できる  

処方せんの妃敲事項（医薬品名、分址、用法・用出など）が整っているか確認できる  

代表的な処方せんについて、処方内容が適正であるか判断できる  

巣歴に基づき、処方内容が適正であるか判断できる  

適切な疑叛照会の実翔を体験する  

薬袋．薬札に記脱すべき事項を列挙し、記入できる  

処方せんの妃厳に従って正しく医＃晶の取りそろえができる 

錠剤、カプセル刺のt十敷研削ができる  

調剤過孟呉を防止するために、実際にエ夫されている事項を列挙できる  

代表的な医薬品の剤形を列挙できる   
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代表的な医薬品を色・形、掛別コードから匪別できる  

医薬品の書鼓別に色、形などの外観が重要であることを、具体例を挙げて説明できる  

代表的な医染晶の商品名と一般名を対比できる  

異なる商品名で、同一有効成分を含む代表的な医薬品を列挙できる  

■燕・助薫、麻薫ご向井神葬などの研刺ができる 

⊥回1（十色化‖甘利の必事性を判断e二実施できる  

散剤∴腋剤などの計1騨削ができる 

研削撫器（秤量獣分包檎など）の基本的な取扱いができる  

細胞菰性のある医薬品の調剤について説明できる  

特別な注意を零する医薬品（統幕性Ⅶ■藁など）の取扱いを体験する  

錠剤の粉砕J■およびカプセル刑の開封の可否を判断し、’実施できる  

研削された医薬品に対して、鑑査の実邦を体♯する  

服薬指導   患者向けの脱明文暮の必手性を理解して．作成、交付できる  

患者に使用上の説明が必要な服歓帝、坐剤、吸入刑などの取扱い方を説明できる  

自己注射が承認されている代表的な医薬品を銅剣し、その取扱い方を睨明できる  

お菜受け渡し窓口において、薬剤の服用方法、保管方法および使用上の注意について適切に説明できる  

期けする勉よが充釧＝現れていな山＼あるいは副作用が縫わ九る嶋合のお井受け漉し窓口における対匁鹿について粗菓する  

注射削調剤   注射剤調剤の流れを概説で書る  

注射処方せんの陀飯事欄（医薬品名、分1、－用法・用土など）が丘っているか確認できる  

代量的な注射剤処方せんについてこ処方内容が港正であるか判断できる  

適切な疑義照会の実搾を休職する 

処方せんの紀覿に従って正しく注射剤の取りそろえができる  

注射剤（高カロリ÷栄暮＋蒲など）の混合繰作を実施できる 

注射剤の配合変化に㈲して実施されている直裁方法を列挙できる  

暮蕪1劇薬」麻薬、向州神業などの注射剤の臍刑と適切な取扱いができる  

細胞乾性のある注射剤の調剤にづいて説明できる  

特別な注意を要する注射剤（抗癌性膚■薬など）の取扱いを体験する 

研削された注射剤に対してこ正しい上蓋の実滞を体験する∵1 

安全対策   リスクマネージメントにおいて薬剤師が果たしている役割を説明できる  

附則過孟呉を防止するために、爽紆にエ夫されている事項を列挙できる  

商品名の綴り．発音あるいは外絨が類似した代表的な医薬品を列挙できる  

医薬品に関わる過失あるいは過陽について、遇切な対処虐を肘止する  

インシテシトニアクジデシト増告め実例や∴諷媚での体験をもとにニ・リスクマネージメントについて肘山する  

＋楕上の過失、過惧を未然lこ肪ぐための方策を捷稟できる二▼ 、” 

実℡中た生じた緒間且（■荊ミス、過誤二事凱クレームなど）を、当放機関で用いられるフナ⊥マットに正しく記入できる  

医製品を動かす・確保する   医薬品の管理・供給・保存   医薬品管理の流れを概説できる  

医薬品の適正在庫の意鞋を説明できる  

納品から任用までの医薬品の動きに係わる人達の仕事を見学し、薬剤師業持と関迎づけて説明できる  

医薬品の品質に影珊を与える因子と保存条件を説明できる  
納入医薬品の検収を体壌し、そのチェック項目を列挙できる  

同一商品名の医薬品に果なった規格があるものについて具体例を列挙できる  

院内における医薬品の供給方法について説明できる  

隋求のあった医薬品を取り柵えることができる 

特別な配慮を要する医薬品   麻薬・向精神＃および鸞せい剤席料の職級いを体♯する 
暮巣ミミ■l撫を適切ヒ取り扱うことがセきるナ｝二 ∴て▲  、’二′t←県∴∴、＝卜〉 ゝ‾● 

．．こ．ン  

血欺分即製刺め取軌、を体♯するこごノ 
－ダコ 

良仇t■が■拙けられてし鴫■■品目F■∴両¶伸一■■、tlこ≠定量≠由■1机ど）モーけ、モのキー加iFl攣し、モの▲■について書■丁も  

医薬品の採用・使用中止   医薬品の採用と使用中止の手械きを説明できる  

代表的な同機・同効築を列挙できる  

情報を正しく扱う   病院での医薬品情報   医薬品情報源のなかで∴当該病院で使用しているものの椎放と特徴を説明できる  

院内への医薬品情報旭供の手段、方法を概説できる  

購急安全性榔軋不良品回収、製造中止などの緊急憎報の取扱い方法について説明できる  

患者、医療スタッフへの情報桟供における留意点を列挙できる  

佃朝の入手・評価・加エ   医薬品の基本的な相和を、文献、MR（医刺青幸田旦当寺）などの様々な憫報源から収集できる   
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即ニュースなどを作成するために、，医薬品僧職の騨価こ加エを体験する  

医薬品・医療用兵事安全性憫相報告用紙にこ必婁亭項書紀厳できる 

情報提供   医療スタッフから■の千帆こ対する1切な報告書の作成を体崩する．∴∴∴  

医療スタッフの土こズに合ちた什鴫提供を体牡する 

患者のご÷ズに呑らた情報の収れニ∵加エおよび提供を体験する 

川場棲供内容が適切か青かを追跡できる、t さ「 

ベッドサイドで学ぶ   病棟業務の概説   病棟兼務における薬剤師の業稗（薬剤管理、与就、リスクマネージメント、供給管理など）を概説できる  

薬剤師の業務内容について、正確に妃緑をとり、報告することの目的を説明できる  

痍凱こおける薬剤のt理と取扱いを体験する  

医療チームへの参加   医ホスタッフが8常使っている書∩用丑を適切に使用できる  

病棟lこおいて医療チームの一人として他の医療スタッフとコミュ土ケー卜する  

薬剤管理指提案務   診療駄事績記燥、1事な繊壬所見など：■々の情報薫から必事な情報を収集できる 

報告に必事な憂兼（翻†H）に留書して、収集↓た付根を正確に記ゼできる（薬歴二雁薬指斗歴など）  

収嘉した情報ごとに椎に報告すべきか判断できる 

息者の診断名、病態から薬物治療方針を把檀できる  

使用医薬品の使用上の注意と副作用を説明できる  

臨床検査値の変化と使用医薬品の関連性を説明できる  

医師の治療方針を理解したうえで、息著｛の1切な服薬緒ヰを体験する 

血書の築に対する見解を確かめるための開放型賞聞方法を実施する 

藁に関す息■著の∫榔±分かり易く答える  

点者との傘屋を通して．服薬状況を把捜することがで幸る  

代嚢的な医薬品の効き目を、ミ患者との金指や▲肴の柵子から確か 

代表的な医薬品の劃作用を、一息書との金持や■者の樺子からさ気づくことができる∵十  

点者カりラックスし自らすすんで斤ができるようなコミュニーケショ■シを実施吏きる、二‡J二二ご 

鳥利こ共感的態度で拝するて／一ご∵‘■‥「  

患者め薬物治療上の間観点をリストアップし、SOAPを作成で卓る∴・長束・■ジ∴ノ∴J  

期待する効果が計れてしJないか」－あるいは不十分と思わホる増替ゎ対処法l＝ついて捷薫する 

劃作用が疑われる糧食の適切な対処法にういて提案する∴ 一，． ニ十  
処方支援への㈲与   治¢方針決定申プロセスおよぴモの■旛l主おi代嘉納■の鵬わりを1≠ピさばのEdズタらフ‖■■■駈どの1蹟ゐ1事性輯じとる  

適正な薬物治療由実施につしゝてご他の医療知力と必事な鷺見を交換する∴rr∵ご阜ノナ 宣豆 
薬剤を造る・調べる   院内で調製する製剤   焼肉上州わ必≠位相解しこ山下に例示する■網のいずれかを■1セ由血★．ノ塵剤ごは札液状上州（爛ヰホ軸む）な由 

九蘭製剤の仏事性を理解L・、Y以下に例示する製剤のいすれかを叫製でき．る（点眼液、し注射液など） 

染物モニタノング   実静の息者例にiづきTDMのデータを麟析じご薬物治療の適正化l±っいて肘托する■三∴▲1＿  

中毒医療への貢献   薬物中暮点者のヰ暮原因物質の検出方法と餅■方法について肘止するご．‥∴ノ  

医療人としての薬剤師  患者および羞薬品に関1する情報の授受と共有の工手性を感じとる′J・ り▼∴▼．イ  

患者にとっ七藁に関する窓口であも薬剤師の果たすべき役劃を村井し、その1蔓性を感じとる  

患者の儀鷹の回すと維持に＃刑師が積極的に六＃することの1事性を肘止する 

生命に関わる＋檀であることを白鷺じ：ふさわしい態度で行勤ナる 

医療の也い辛が守るぺき倫理規範を遵守する 

■精上知り欄た什附こついて守秘義稀を守る 

薬局実習   薬局アイテムと管理   薬局アイテムの流れ   薬局で取り扱うアイテムが医療の中で果たす役割について説明できる  

薬局で取り扱うアイテムの保健・仰生、生活の班の向上に果たす役割を説明できる  

薬局アイテムの流通拙柑こ係わる人達の仕事を見学し、薬剤師業務と閑迎づけて説明できる  

薬局製剤   代表的な薬局製剤・漢方製剤について概説できる  

代表的な薬局製剤・漢方製剤を調製できる  

薬局アイテムの管理と保存   医廃品の適正在庫とその意漑を説明できる  

納入医薬品の検収を体験し、そのチェック項目（使用期限、ロットなど）を列挙できる  

薬局におけるアイテムのt理、配列の概要を杷捜し、実務を体験する  

特別な配慮を要する医薬品   麻薬、向持神楽などの規制医薬品の取扱いについて説明できる  

毒物、劇物の取扱いについて説明できる  

止飢心■1が▲欄削けちれている粗品（瓜1．向M州膚．■1．暮事．闘定空也血★山爪など】昏●け．その侃t九臨書兄事し．モの▲▲について書■丁る  

情報のアクセスと活用   薬剤師の心情え   医療の撞い辛が守るべき倫理規範を遵守する 

■特上知り柵た什職lこづいて守秘●朔を守る  

情報の入手と加工   圧1血の▲本納なけ仰（岬生労剛書．8事1暮エ1一色さ、tれ企集．日本1州鱒丸印なaのIl旦と何札t正しくq■し、轟切に遭択で亡る   
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基本的な医薬品情報（書昏、禁忌、効能、Ill作用、相互作用など）を収♯できる  

処方内容から得られ息一昔什噌を的確に把穐できる  

襲髭輝から≠られる患者用報を的恥こ杷壇できる  

緊急安全性情報、不良品回収、製造中止などの肺魚情報の取扱い方法を説明できる  

問い合わせに対し、根拠に暮づいた墟理的な報告書を作成で卓る 

医薬品・医兼用兵曹安全性け鞘報食用紙に必賽事礪を記厳セきる‾∴‾∴ニー  

情報の提供   入手した情報を評価し、ナ鳥書に対してわかりやすい青葉、表現で適切に戊明できる 

入手した鳥書付繊を」必事に応じ三■壬正な手続きを経て他の医療従事者に提供できる 

患者および医薬品に間遺する什輪の授受と共有の工事性を感じとる 

薬局調剤を実践する   保険調剤兼務の全体の流れ   保険研削業務の全体の流れを理解し、処方せんの受付から調剤報酬の緒求までの概要を説明できる  

保険薬局として認定される条件を、薬局の設備と関連づけて具体的に説明できる  

処方せんの受付   処方せん（麻製を含む）の形式および記載事項について説明できる  

処方せん受付時の対応および注意書欄（患者名の確泣、息舌の増子、処方せんの使用期駄】召取不備、仏道地方せん〈の注意など）につし＼て説明できる  

初乗馬患者への対応と初回質問表の利用について説明できる  

初来局および再来局患者から収集すべき情報の内容について説明できる  

処方せん受付時の対応がで卓る 

生命に閑わる■穐であることを自責し」ふさわしい態度で行鋤する  

患者が自らすすんで桔ができる、ようにエ失する 

患者との金指などを通じて」服薬上の聞観点（服薬状況こ劃作用の弗硯など）を把櫨できる 

処方せんの鑑査と疑線照会   処方せんか正しく記¢されてしくることを確認できる 

処方せんに紀れされた処方藁の妥 

薬歴靖を薔照して処方内専の妥当性を判断できる 

疑■照会の行い方を身にうけるさ′ －こ  

疑義照会事例を述してご医せ機関との連携．患者べの対応をシミュレートする  

計数・計辻附則   薬袋、張札に妃敬すべき事項を列挙できる  

処方せんの記戴た従って正しく医薬品の取りそろえができる  

錠剤．カプセル刺などの打数脚剥ができる  

代表的な医薬品の刺形を列挙できる  

医薬品の沌別に色、形などの外税が正賓であることを、具体例を挙げて説明できる  

代表的な医薬品の商品名と一般名を対比できる  

同一商品名の医薬品に異なった規格があるものについて具体例を列挙できる  

異なる商品名で、同一有効成分を含む代表的な医薬品を列挙できる  

代表的な同相・同加薬を列挙できる  

代表的な医薬品を色・形、，止別コードから醜別できる  

一回長（一包化）調剤を必要とするケースについて説明できる  

一回量（丁包化）調剤を実施で卓る 

錠剤の粉砕ご＝およびカプセル剰の聞封の可否を判断し、実施できる  

散剤、ご液剤などの鮒1桝刑ができる 

Ⅵ利根払（稗t瞥、・■分包櫨など）の▲本的取扱いができる 

暮封■」料麻薬三向精神薬などの臍刑と取扱いがで卓る  

特別な注景を憂する医薬品（抗鳥性止■薬など）の取扱いを体触する  

自己注射が承認されている代表的な医薬品を調剤し、その取扱い方を説明できる  

計数・計塩調剤の鑑査   鯛刺された医薬品に対して、t董の実務を体験する 

服薬指導の益雄   適切な服薬指導を行うために、一息書から集める什粗と伝える付根を予め把壇できる  

染歴管理の意灘と重要性を説明できる  

薬丘簿の妃戴事項を列攣し∵紀入できる  

巣歴簿の保管、管理の方法、期間などについて脱明できる  

妊婦、小児、高齢者などへの服薬指導において、配応すべき事項を列挙できる  

患者に使用上の兢明が必要な岨飲t、■坐臥収入刑などの取扱い方を説明できる  

自己注射が承眩されている代表的な医薬品を調刺し、その取扱い方を説明できる  

服薬指主午入門実習   指示通りに題薬品を使用するように適切な相場ができる  

薬歴簿を活用した服薬指導ができる 

患者向けの挽明文暮を捜用した服薬指導ができる  

お薬事幡、壇康手帳を使用した服薬指導ができる   
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服薬指導実践実習   患者に共感的態度で搾する 

息者との会指笛通じて病態ご服薬状況（コンプライアンス）、服薬上の間鴨点などを把壇できる  

患者が必羊とする情報を的礼に把捜し、適切に回答できる  

患者とわ金指を通じて使用薬の効き目二副作用に関する情報を収■し、他事に応じて対処法を提案する  

入手した情報を押価しこ点者に対してわかりやすい曹集、▼表現で適切に抜明できる  

調剤録と処方せんの保管・管理   紆剤掠の法的規制について説明できる  

調剤録への記入事項について説明できる  

調剤銃の保管、管理の方法、期間などについて説明できる  

調剤後の処方せんへの記入事項について説明できる  

処方せんの保管、管理の方法、期間などについて説明できる  

調剤報酬   別刺報酬を∫定し、研削軸酬明綿暮（レセプト）を作成できる 

薬剤師の技術評価の対象について説明できる  

安全対策   代表的な医療事故朋蘭あるいは調剤過誤乎例について餌蜜し、その原画について持場薬剤師と指し合う  
名称あるいは外観が類似した代表的な医薬品を列挙できる  

特にリスクの高い代表的な医薬品（抗悪性腫瘍薬、抗棚尿病重など）を列挙できる  

調剤過娼を防止するために、乗降にエ夫されている事項を列挙できる  

脚刑中に過娯が起こりやすいポイシトにういて肘嬢する 

過誤が生じたときわ対応策を肘止する・二二■二」一ト 

インシデント、アクシデント報告の妃駐方法を説明できる  

薬局カウンターで学ぶ   患者・顧客との接遇   かかりつけ薬肘薬剤師の役割七ついて緒ヰ薬剤師と指し合う 
▲者：二覿客に対して王切な態度で緯する、三∵ぺ二i」で ’ 

疾病の予防および址鷹甘理についてアド／くイスできる 

医師ペの受診勧告を適切に行うことができるT∴1  

一般用医薬品・医療用具・鶴康食品   セルフメデイケ÷シiシのための一般用医薬品こ医療用具1櫨廣食品などを適切に遭択・供給できる  

顧客からモニタリングによって得た副作用および相互作用情報への対応！掛こついて説明できる  

カウンター実習   寸書が自らすナんで頗ができるようにエ失する 

∫書が必雷とする情報を的確一ご把遭する十 t 

d客とわ金指を通じて使用薬の効き目1：■・劃作用に関する情報を収♯できる∵ 

入手した惰輯を騨価艮■審に劇してわかりやすい書稟＝二義視で適切には明できる 

疾病の予防及び儀鷹t理につしすてアド／くイスでき古 

セルフメデイケ÷ジiシのた彿の丁般用医薬鳥・医療用鼻などを適切に遭択1供給できる 

医師ぺの受鯵勧告をi切に行うことができる 

患者・顧客からモニタリングによって得た副作用および相互作用情報への対応附こついて説明できる  

地域で活躍する染刺師   在宅医療   三方間薬剤官理持場業務について説明できる  

在宅医療における医癖廃棄物の取り扱いについて説明できる  

薬剤師が在宅医療に関わることの鷺■を指導薬剤師とほし合う 

地域医療・地域福祉   病院薬剤師と薬局薬剤師の連携の重要性を説明できる  

当該地域における休日、夜間診療と薬剤師の役割を説明できる  

当故地墳での居辛介拉、介任支援書門■などの医療橿祉活動の状況を把櫨できる  

災害時医療と薬剤師   緊急災害時における、当該薬局および薬剤師の役割について説明できる  

地域保址 学校眞剤師の恥輝を見聞し、その役割を説明できる  

地域住民に対する医薬品の適正使用の啓発活動における薬剤師の役割を説明できる  

麻薬・覚せい剤等薬物乱用防止運動における薬剤師の役割について説明できる  

日用品に係る薬剤師の役割にういて説明できる  

日用品に含まれる化学物質の危険性を列挙し、わかりやすく説明できる  

惧蝕、隕食による中暮および食中暮に対して適切なアドバイスできる  

生活瑠墳における消韮の概念について説明できる  

三吉貼性のある薬物および催康問麒について、科学的にわかりやすく説明できる  

地域対応実習   日用品に含まれる化学物だの危険性を列挙し、わかりやすく説明できる  

娯欽．娯食による中暮および食中暮に対して適切なアド／くイスできる  

生活積憤における消毒の据念について説明できる  

三吉超性のある薬物および礁康問責引こついて、科学的にわかりやすく説明できる  

薬局業務を総合的に学ぷ   総合実習   薬局責務を総合的に実践する 

患者の鑓廣の回復と維持に薬剤師が積極的に千僻することの1羊性を拡じとる   
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薬が病気の治癒、通行防止を通して、病気の予伐とqOLの改鬱に兼離していることを感じとる  

－37－   




